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２０２５（令和 7）年度事業報告 

日本は世界でも突出したスピードで高齢化が進み、すでに「超高齢社会」と呼

ばれる段階にある。 

 今後は、団塊の世代が後期高齢者となり、医療・介護費の増大や人手不足が一

段と深刻になることが予測されており、単身や高齢者のみの世帯が増え、地域の

つながりが弱まるなかで、孤立や貧困、民生委員などの見守り不足が大きな社会

問題になりつつある。 

高齢者の孤立や孤独を防ぐためにも、社会参加活動など人と人が関わりあう機

会を増やす必要があり、平均寿命と健康寿命の差を少しでも縮め、元気に活動で

きる期間を延ばすことが課題とされている。 

このような背景のもと、当協会も会員の拡大に注力してきたが、企業の定年延

長、再雇用制度の浸透により退職者の年齢が高くなり、この影響により新規会員

の獲得が難しくなり、会員の構成においても後期高齢者が大きなウエイトを占め

る状況にある。 

当協会は、高齢者の社会参加活動を積極的に支援するために、チャリティコン

サートをはじめ、「認知症予防活動」（きたざわサロン）等の社会貢献活動、SDG

ｓ協働事業、フレイル防止活動（いきいきシニア塾）等、に取り組んできた。 

以下、当期事業活動について詳述する。 

  

Ⅰ 公益事業…高齢者の社会参加支援 

 

1. 社会参加支援事業（定款第 4 条第 1 項第 1 号事業） 

 

（１）社会貢献促進事業 

① チャリティコンサート 

・2026年 1月に北区滝野川会館大ホールにて、東京都善意銀行を 

通じて福祉施設関係者 91名を招待して、チャリティコンサート 

を開催し、一般参加者を含め合計 340名が参加した。 

広島支部でも 2025年 6月にエリザベト音楽大学との共催で留 

学生支援のためのチャリティコンサートを開催し 91名が参加 

した。 

② SDGｓ協働事業 

・7月に鎌倉市大船小学校で学童保育にて浮沈子作製、60名が 

参加した。 

・9月に西東京市東小学校で地域生涯学習を開催し、チョロ Q 

おもちゃ製作、35名が参加した。 
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・9月に大和市柳橋小学校で、竹とんぼ工作等、40名が参加 

した。 

・11月に川崎市土橋小学校で地域生涯学習を開催し、創立 

20周年記念行事にて竹とんぼゲーム等、200名が参加した。 

・11月に神奈川伝統文化こども歳時記で、竹とんぼを制作し、 

90名が参加した。 

     

③ 認知症予防事業 

原則、毎月認知症予防事業「きたざわサロン」を、今年度は 10 

回開催し合計 264名が参加した。 

 

④ いきいきシニア塾 

いきいきと人生を過ごすための情報提供を目的として開催した。 

5月「家族介護の手順と外部連携」を学ぶ     32名 

7月スマホ使い方教室「LINE」が味方になる    28名 

9月「日本の温泉文化を学んで、湯道を知る」   28名 

10月いつまでも自分らしく！「認知機能を保つコツ」24名 

 12月知っておきたい「お葬式・墓じまい・墓選び」 21名 

 3月いまさら聞けない「スマホで困ったこと」   26名 

 

⑤ 「私の大切な覚書き」（エンディングノート） 

万一に備え本人の考え方や希望などを記録しておくエンディング

ノート「私の大切な覚書き」は、今年度 1万部の受注があった。 

 

⑥ 寄付 

チャリティコンサートでは、約 100名に対し 25万円相当の招待

寄付を行った。今年度は、「招待者に喜んで頂けること」を、テ

ーマに施設の子供たちに手作り楽器を提供し、楽団との合奏で大

いに盛り上がった。 

広島支部では例年どおり留学生支援のため、10万円を公益財団

法人広島平和文化センターに寄付した。 

また、埼玉会においても社会貢献活動の一環として、ワンコイン

活動を継続し、会員より寄付を募り埼玉県社会福祉協議会へ 5万

円の寄付をおこなった。 
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（２）イベント事業ほか 

① イベント事業 

      幅広いイベントの実施は高齢者の「社会参加と生きがい」「自 

     立と助け合い」につながる重要な行事である。 

2025年度は関東 15 広島 29の地域会・同好会でイベント等 

（別紙 2025年度交流会・イベント一覧表参照）を実施し、延 

参加人数は一万人を突破し 10，221名となった。 

また、各イベントについては、会員以外にも門戸を開放する 

ことにより新規会員獲得のツールとしても活用している。 

② 地域会活動 

関東地区は活動地域が広域なため、神奈川会・埼玉会・西東 

京会・京葉会の４つの地域会を置いて地域に密着したイベント 

活動を行ってきた。地域会組織の充実に向けて地域会連絡委員

会を開催した。 

③ 広島支部の主な活動        

・二木会は毎月開催し年間延出席者 1,142名、世話人交流 

会・幹事会は年間延出席者数 129名、同好会活動年間 5,554 

名が参加した。               

・留学生との交流：留学生と卓球大会を 3回開催。6月と 11 

月の定例交流会には合計 107名、留学生も 38名参加した。 

・ボランティア活動：9月にまちづくり市民交流プラザ「達人  

 たちの夢展」に作品の出展及びスタッフとして 88名が参加

した。 

・11月の「国際フェスタ 2025」にスタッフとして 43名が参加

した。 

 

2. 対外事業（定款第 4 条第 1 項第 2 号事業） 

当協会が会員となっている高齢社会 NGO連絡協議会から紹介された各種セ

ミナー・講演会に参加するとともに、介護問題などに取り組んでいる各種

団体や地域活性化に取り組むＯＢ会などと連携し交流を図った。 

 

3. 研修・講座事業（定款第 4 条第 1 項第 3 号事業） 

専門家や有識者を講師とする講演会「ふれあいトークサロン」を 4回開催 

4月「様々なタイプの世界遺産」講師：伊藤公明先生。参加者 34名。 

7月「液状化する」世界をタフに生きる 講師：木村伊量先生。 

参加者 98名。 

11月「文楽の楽しみ方」講師：人間国宝 吉田玉男師匠、吉田純子先生。 

参加者 111名。 
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2月「世代間コミュニケーションの知恵」講師：森吉弘先生。 

参加者 49名。 

 

4.  広報事業（定款第 4 条第 1 項第 4 号事業） 

イ. 機関誌「マチュリティ」                   

外部関連団体、法人・個人会員向けに 7月と 1月の年 2回発行。 

社会に求められる社会貢献活動や SDGs協働事業の取組みの状況と成果、

ふれあいトークサロンの講話、談話室、ひとこと、イベントだより、各

地域会だより等、協会と会員の活動に関する記事を掲載し、外部への広

報と会員相互間の啓発および交流をはかった。 

ロ. ホームページ 

協会の概要、イベントのご案内・活動報告、事業報告等の情報公開、機

関誌「マチュリティ」の内容などを掲載している。今年度はホームペー

ジの見やすさ、使い易さを念頭に検索機能の見直しを進め、2026年度よ

り順次改訂を予定している。 

 

Ⅱ 収益事業 

１.コンサルティング事業（定款第 4 条第 1 項第 6 号事業） 

勤労者向け福祉活動の一環として企画された「福利厚生施設のアウトソーシ

ング」事業に協力し、企業の採用にともない仲介手数料収入を得ている。 

 

Ⅲ その他事業 

1.ニュース発行事業（定款第 4 条第 1 項第 6 号事業） 

法人・個人会員（非会員を含む）むけにイベント案内などを行う。 

発行頻度は関東・広島ともに年 6回（奇数月）となっている。文書による

案内をメール配信もしくは郵送するほか、ホームページにも掲載して広く

イベントへの参加を呼び掛けている。 

２． 親睦事業（定款第 4 条第 1 項第 5 号事業） 

イ．「はつらつふれあいの集い」個人会員親睦会 

11月パセラグレースバリ秋葉原にて開催し、60名が参加した。カラオ 

ケ大会や抽選会などで盛り上がった。 

ロ．広島支部では、新年懇親会（72名参加）、新入会員の集い（9月と 

26年 3月で合計 59名参加）を開催した。 
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Ⅳ 当面の課題…運営基盤の強化 

 1．法人会員 

2025年度は退会が 1社、休会が 1社あったため年度末現在の会員数は 25社

となっている。引続き会員の獲得に取組む。また現会員への連絡・報告を密

にし、一層の支援を得るよう努める。 

 

２.個人会員 

2025年度末現在の会員数は次のとおりである。一般高齢者にも協会の活動を

広く PRし、なお一層の会員増を目指す必要がある。        

関東地区   469名（うち正会員 321名 家族会員 148名）      

広島地区     544名（うち正会員 416名  家族会員 128名）       

合計       1,013名（うち正会員 737名 家族会員 276名） 

 

３.持続可能な協会運営 

＊財政基盤の強化（会員増強・寄付金募集・エンディングノートの頒布等） 

・寄付金募集：個人会員 156名から 71万円の寄付を受ける。 

      (別途チャリティコンサート開催にあたっては法人会員など７社 

から 26万円の寄付を受ける) 

・エンディングノートの頒布：1万部 150万円の受注があった。 

 

＊協会運営の効率化：ＨＰやメールの活用により、情報の迅速化、および経 

費の削減に努めている。 

 

今後とも、社会貢献活動や SDGｓ活動とフレイル防止活動などを中心として

新規法人会員・個人会員の獲得に努めるとともに幅広く外部からも寄付が募

れるよう取り組んでいく。また、コンサルティング事業及び「私の大切な覚

書き」の頒布や新規事業の開発に引続き積極的に取り組む一方、事務処理の

システム化を推進し効率的に業務運営を行う。 

以上 


